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南区版

公明党横浜市会議員団　南区政務調査事務所長

横浜市会議員

決算特別委員会消防局審査で質疑決算特別委員会消防局審査で質疑

　平成 21年度決算特別委員会が開催され、10月
5日に行われた消防局関係の審査で仁田まさとし
市議が質問しました。

　
仁
田
市
議
は
、
消
防

局
が
行
っ
て
い
る
研
究

開
発
事
業
で
は
有
意
義

な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
な
が

ら
、
効
率
的
・
効
果
的

な
研
究
を
行
う
た
め
、

分
析
機
器
の
充
実
と
庁

内
の
研
究
部
門
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
と

提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
連
携

は
重
要
」
と
し
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
重
点
化

す
る
方
向
を
示
し
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
5
月
31 
日
の
設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
方
式
（
熱
感
知
、

煙
感
知
）や
設
置
場
所（
台
所
、
寝
室
、
階
段
）を
正
確
に

周
知
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
消
防
局
長
か
ら
は
、
適
切
な
場
所
へ
の
設
置
の
広
報

に
取
り
組
む
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
横
浜
市
で
は
発
災
時
の
応
急
活
動
に
役

立
つ
よ
う
、
生
活
資
機
材
リ
ー
ダ
ー
と
救

助
資
機
材
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
防
災
ラ

イ
セ
ン
ス
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
仁
田
市
議
は
、
目
標
の
リ
ー
ダ
ー
数
に

達
し
て
い
な
い
現
状
や
、
防
災
拠
点
に
よ

る
リ
ー
ダ
ー
の
偏
在
な
ど
の
課
題
を
指
摘

し
つ
つ
、
今
後
の
問
題
と
し
て
、
発
災
時

の
地
域
防
災
拠
点
の
円
滑
な
運
営
の
必
要

性
を
訴
え
、
運
営
に
携
わ
る
人
材
の
層
を

厚
く
す
る
取
組
み
（
運
営
リ
ー
ダ
ー
の
設

置
な
ど
）を
求
め
ま
し
た
。

　
消
防
局
長
は
、
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
に
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　
各
地
で
被
害
を
も
た
ら
す
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

関
連
し
て
、
仁
田
市
議
は
気
象
庁
が
未
だ
定
義

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
実
態

と
し
て
発
生
し
て
い
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
対
す
る
体
系
的
な
対
策
の
遅
れ
を
指
摘
し

な
が
ら
、
確
実
な
防
災
情
報
の
提
供
が
重
要
と

主
張
。ま
た
、
有
効
な
手
段
と
し
て
の
防
災
情

報
Ｅ
メ
ー
ル
の
登
録
が
4
万
3
0
0
0
余
人

で
あ
り
、
3
6
8
万
市
民
か
ら
見
て
極
め
て
少

な
い
状
況
を
指
摘
し
ま
し
た
。危
機
管
理
担
当

理
事
か
ら
、
既
登
録
者
に
よ
る
勧
奨
を
促
す
等

に
取
り
組
む
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
最
後
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
す
る
総
合
的
な

取
組
み
を
主
張
し
、
副
市
長
か
ら
関
係
局
と
連

携
し
取
り
組
む
と
の
答
弁
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！

　
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
18 
回
五
大
市
（
大
阪
、
京

都
、
名
古
屋
、
神
戸
、
横
浜
）政
策
研
究
会
で
は
、「
う
つ

対
策
」に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
明
党
う
つ
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
浜
田
昌

良
事
務
局
長
（
参
議
院
議
員
）
が
講
演
。公
明
党
が

2
0
0
8
年
7
月
に
政
府
に
求
め
た
総
合
う
つ
対
策

の
中
で
5
項
目
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
事
を
紹
介
し

ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　
ま
た
、
公
明
党
の
強
い
主
張
で
、
有
効
な
う
つ
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
る
認
知
行
動
療
法
が
本
年
4
月
か

＊
認
知
行
動
療
法
と
は
？

　
自
己
に
否
定
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
人

は
、
そ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
が
自
然
に
影
響
し
て
、
自

己
に
否
定
的
な
物
事
の
捉
え
方
や
解
釈
を
し
や
す

く
（
認
知
の
歪
み
）、
そ
の
た
め
に
自
ら
不
快
な
感

情
を
増
大
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
適
応
的
で
な
い
認
知
の
歪
み
に
自
ら

気
づ
か
せ
、
修
正
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
不
快
な

感
情
の
改
善
を
図
る
精
神
療
法
を
「
認
知
行
動
療

法
」と
呼
び
ま
す
。

ら
保
険
適
用
さ
れ
た
反
面
、
多
く
の
患
者
を
抱
え
る
医

師
が
、
一
回
30
分
以
上
の
診
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
診
療

報
酬
が
算
定
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
医
師
に
限
ら
れ
て
い

る
保
険
適
用
を
臨
床
心
理
士
に
も
拡
げ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
を
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
各
市
議
団
か
ら
う
つ
病
対
策
の
現
状
と
課
題
を
報

告
し
た
あ
と
、
横
浜
市
議
団
か
ら
は
、
横
浜
市
民
意
識

調
査（
心
配
事
の
変
化
）、
自
殺
の
現
状
を
述
べ
、
横
浜

市
が
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
啓
発
活
動
や
人
材
（
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
）育
成
の
経
過
を
報
告
。

　
ま
た
、
横
浜
市
に
お
け
る「
う
つ
病
対
策
」の
課
題
と

し
て
、①「
う
つ
病
」
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
相
談
窓

口
の
周
知
が
不
十
分
、②「
う
つ
病
」
に
対
応
可
能
な
医

師
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

提
供
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
誰
も
が
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
や
、

専
門
医
の
育
成
と
、
か
か
り
つ
け
医
の
診
断
技
術
の
向

上
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第18回「五大市政策研究会」が9月6日、横浜市内で行われました

横
浜
市
で「
う
つ
対
策
」を
活
発
に
議
論

「
認
知
行
動
療
法
」が

        

本
年
４
月
か
ら
保
険
適
用

横
浜
市
で「
う
つ
対
策
」を
活
発
に
議
論

「
認
知
行
動
療
法
」が

        

本
年
４
月
か
ら
保
険
適
用

高
ま
る
「
新
し
い
福
祉
」へ
の
期
待̶

総
合
的
う
つ
対
策

高
ま
る
「
新
し
い
福
祉
」へ
の
期
待̶

総
合
的
う
つ
対
策

「総合うつ対策」に関する提言（平成20年7月に厚生労働大臣に申し入れ）
～すべてのうつ病患者が安心して治療を受け社会復帰ができる体制整備～

うつ病の早期発見、早期治療の推進
 うつ病に対する疾病理解を促進させることで、うつ病を早期に発見し早期の治療を目指す。

うつ病患者の専門医受診率の向上
 うつ病患者の受診率を欧米並みの 5 割以上に引き上げ、さらに受診早期化（6ヶ月以内）を図る

うつ病治療における精神療法の拡充強化
薬物療法と精神療法の併用体制を実現する。

うつ病患者が安心して治療に専念できる社会づくり
寛解（2ヶ月間症状がない状態）までの期間に亘る労災の休業補償等を実現する。

うつ病患者の社会復帰の実現
勤労者、家事労働者の社会復帰プログラムを整備・拡大し、うつ病再発率の低下を目指す。

1

2
3

4

5

〔
別
表
〕

横
浜
市
の「
う
つ
病
」対
策

横
浜
市
の「
う
つ
病
」対
策

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
心
の
ケ
ア

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
心
の
ケ
ア

質問1

質問4 質問3

庁
内
の
研
究
部
門
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な

設
置
を
促
進

防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
の
充
実

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

庁
内
の
研
究
部
門
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な

設
置
を
促
進

防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
の
充
実

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策



「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
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一
人
暮
ら
し
等
で
日
常
的
な
家
族
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
す
。

　
住
民
や
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
、
地
区
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、

サ
ロ
ン
の
開
設
、
見
守
り
活
動
、
買
い
物
支
援
な
ど
の
様
々
な

取
組
み
に
対
し
て
必
要
経
費
を
助
成
し
、
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
安
心
を
目
指
す

《
医
療
・
福
祉
》の
促
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

　
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
た
場
合
、
活
動
の
実
績
を
「
ポ

イ
ン
ト
」
と
し
て
換
金
で
き
る
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。参
加
に
は
登
録
・
研
修
が

必
要
で
す
。区
役
所
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

介
護
施
設
等
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

公
明
党
市
議
団
の
取
り
組
み
・・・
医
療
・
福
祉
編

   

「
福
祉
の
党
・
公
明
党
」
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
か
ら
多
く
の
福
祉

制
度
を
創
設
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
先
進
的
な
地
方
の
取
り
組
み
が
国
制
度
と
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
は
「
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
わ
れ
る
財
政
の
課
題
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
誰
よ
り
も
生
命
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る
党
と
し
て
、
つ
ね
に
皆
さ
ま
と
語
り

合
い
な
が
ら
、
「
人
生
の
安
心
を
目
指
す
医
療
・
福
祉
制
度
」
と
す
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
の
「
優
待
施
設
利
用
促
進
事

業
」が
2
0
0
8
年
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
65
歳
以
上
で
希
望
さ
れ
る
方
に
配
布
さ
れ
る
《
濱
と
も
カ
ー
ド
》

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
市
内
外
約
4
0
0
の
協
賛
店
で
、
商
品
の
代

金
や
施
設
の
入
場
料
な
ど
が
割
引
や
無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。濱
と
も
カ
ー
ド
と
協
賛
店
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
区

役
所
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
交
付
・
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

　
横
浜
市
立
市
民
病
院
に
、P
E
T

-

C
T（
ほ
ぼ
全
身
の
検
査
、転
移
・
再

発
の
が
ん
の
発
見
、
正
確
な
が
ん
の
位
置
情
報
取
得
、
苦
痛
が
ほ
ぼ
無
く
短

時
間
で
検
査
）
を
導
入
し
、
よ
り
正
確
な
診
断
を
可
能
に
し
ま
し
た
。　
ま

た
、
が
ん
患
者
の
療
養
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
が
ん
に
よ
る
痛
み
を
和

ら
げ
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
最
善
の
ケ
ア
を
提
供
。家
族
と
の
時

間
も
大
切
に
で
き
る「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
脳
卒
中
は
症
状
に
応
じ
て
、早
く
適
切
に
救
急
医
療
機

関
で
治
療
を
受
け
る
事
が
、
生
命
を
守
り
、
後
遺
症
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
内
、発
症
3
時
間
以
内
の
脳
梗
塞
に
有
効
と

さ
れ
る
、
t

-

P
A
（
血
栓
溶
解
薬
）
を
用
い
た
血
栓
溶

解
療
法
を
行
う
医
療
機
関
の
情
報
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、救
急
搬
送
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

救
急
救
命
体
制
を
整
備

救
急
救
命
体
制
を
整
備

救
急
救
命
体
制
を
整
備

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

　
市
内
居
住
の
女
性
の
う
ち
、
平
成
21 
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
22
年
4
月
１
日
の
間
に
20
、
25
、
30
、
35
、
40
歳
に
な
っ
た

女
性
に
は
子
宮
頸
が
ん
、40
、45
、50
、55
、60
歳
に
な
っ
た
女

性
に
は
乳
が
ん
（
40
歳
の
方
は
両
方
）
の
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
平
成
23
年
3

月
31 
日
ま
で
有
効
で
、
同
時
に
送
ら
れ
る
市
内
検
診
機
関
一

覧
に
示
さ
れ
た
委
託
機
関
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

　
自
然
災
害
、
列
車
脱
線
事
故
、
交
通
事
故
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
重
傷
者
や
負
傷
者

が
発
生
し
た
場
合
等
に
、
専
門
的
な
研
修
を
受
け
た
医
師
、
看
護
師
に
よ
る
チ
ー
ム
が

災
害
現
場
に
迅
速
に
出
動
し
、
応
急
医
療
を
行
う
Y
M
A
T
（Y

o
k
o
h
a
m
a

 
 

M
e
d
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a
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m
b
u
l
a
n
c
e

 
 

T
e
a
m

）
が
平
成
20
年
3
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
1
9
番
通
報
で
は
、
緊

急
度
・
重
傷
度
識
別
を
導
入
し
、

傷
病
者
の
状
態
に
応
じ
て
、
出
場

す
る
隊
員
数
を
変
え
る
弾
力
的
運

用
を
行
う
と
と
も
に
、「
救
急
相
談

サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
こ
と
で

救
急
業
務
の
効
果
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
《
横
浜
市
救
急
条

例
》
が
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
福
祉
人
材
の
確
保
と
緊
急
雇
用
対
策
の
一
貫
と
し
て
、資
格
取
得
を
支
援
し
、

福
祉
分
野
へ
の
新
規
就
業
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。介
護
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
受
講
料
の
半
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
介
護
関
連
の
事
業
所
等
に

1
5
5
5
名（
2
0
1
0
年
5
月
現
在
）の
市
民
の
方
が
就
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
横
浜
市
内
の
介
護
関
連
事
業
所
の
求

人
情
報
を
提
供
す
る「
横
浜
市
介
護
人
材
求
人
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
2
0
0
9
年

12 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

　「
親
が
認
知
症
か
も
？
」「
ど
こ
に
受
診
し
た
ら
い
い
の
？
」

な
ど
の
悩
み
を
電
話
で
相
談
で
き
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。介
護
経
験
者
・
認
知
症
介
護
の
専
門

家
が
無
料
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　 

電
　
　
話【
0
4
5
・
6
6
2
・
7
8
3
3
】

　 

受
付
時
間【
火
・
木
・
金
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
祝
日
を
含
む
、年
末
年
始
を
除
く



「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

「
よ
こ
は
ま
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
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一
人
暮
ら
し
等
で
日
常
的
な
家
族
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
す
。

　
住
民
や
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
、
地
区
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、

サ
ロ
ン
の
開
設
、
見
守
り
活
動
、
買
い
物
支
援
な
ど
の
様
々
な

取
組
み
に
対
し
て
必
要
経
費
を
助
成
し
、
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
安
心
を
目
指
す

《
医
療
・
福
祉
》の
促
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

高
齢
者
・
障
害
者
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

　
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
た
場
合
、
活
動
の
実
績
を
「
ポ

イ
ン
ト
」
と
し
て
換
金
で
き
る
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。参
加
に
は
登
録
・
研
修
が

必
要
で
す
。区
役
所
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

介
護
施
設
等
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

公
明
党
市
議
団
の
取
り
組
み
・・・
医
療
・
福
祉
編

   

「
福
祉
の
党
・
公
明
党
」
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
か
ら
多
く
の
福
祉

制
度
を
創
設
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
先
進
的
な
地
方
の
取
り
組
み
が
国
制
度
と
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
は
「
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
わ
れ
る
財
政
の
課
題
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
誰
よ
り
も
生
命
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る
党
と
し
て
、
つ
ね
に
皆
さ
ま
と
語
り

合
い
な
が
ら
、
「
人
生
の
安
心
を
目
指
す
医
療
・
福
祉
制
度
」
と
す
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
の
「
優
待
施
設
利
用
促
進
事

業
」が
2
0
0
8
年
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
65
歳
以
上
で
希
望
さ
れ
る
方
に
配
布
さ
れ
る
《
濱
と
も
カ
ー
ド
》

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
市
内
外
約
4
0
0
の
協
賛
店
で
、
商
品
の
代

金
や
施
設
の
入
場
料
な
ど
が
割
引
や
無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。濱
と
も
カ
ー
ド
と
協
賛
店
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
区

役
所
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
交
付
・
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

　
横
浜
市
立
市
民
病
院
に
、P
E
T

-

C
T（
ほ
ぼ
全
身
の
検
査
、転
移
・
再

発
の
が
ん
の
発
見
、
正
確
な
が
ん
の
位
置
情
報
取
得
、
苦
痛
が
ほ
ぼ
無
く
短

時
間
で
検
査
）
を
導
入
し
、
よ
り
正
確
な
診
断
を
可
能
に
し
ま
し
た
。　
ま

た
、
が
ん
患
者
の
療
養
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
が
ん
に
よ
る
痛
み
を
和

ら
げ
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
最
善
の
ケ
ア
を
提
供
。家
族
と
の
時

間
も
大
切
に
で
き
る「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
脳
卒
中
は
症
状
に
応
じ
て
、早
く
適
切
に
救
急
医
療
機

関
で
治
療
を
受
け
る
事
が
、
生
命
を
守
り
、
後
遺
症
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
内
、発
症
3
時
間
以
内
の
脳
梗
塞
に
有
効
と

さ
れ
る
、
t

-

P
A
（
血
栓
溶
解
薬
）
を
用
い
た
血
栓
溶

解
療
法
を
行
う
医
療
機
関
の
情
報
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、救
急
搬
送
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

救
急
救
命
体
制
を
整
備

救
急
救
命
体
制
を
整
備

救
急
救
命
体
制
を
整
備

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

　
市
内
居
住
の
女
性
の
う
ち
、
平
成
21 
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
22
年
4
月
１
日
の
間
に
20
、
25
、
30
、
35
、
40
歳
に
な
っ
た

女
性
に
は
子
宮
頸
が
ん
、40
、45
、50
、55
、60
歳
に
な
っ
た
女

性
に
は
乳
が
ん
（
40
歳
の
方
は
両
方
）
の
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
平
成
23
年
3

月
31 
日
ま
で
有
効
で
、
同
時
に
送
ら
れ
る
市
内
検
診
機
関
一

覧
に
示
さ
れ
た
委
託
機
関
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

　
自
然
災
害
、
列
車
脱
線
事
故
、
交
通
事
故
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
重
傷
者
や
負
傷
者

が
発
生
し
た
場
合
等
に
、
専
門
的
な
研
修
を
受
け
た
医
師
、
看
護
師
に
よ
る
チ
ー
ム
が

災
害
現
場
に
迅
速
に
出
動
し
、
応
急
医
療
を
行
う
Y
M
A
T
（Y

o
k
o
h
a
m
a
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T
e
a
m

）
が
平
成
20
年
3
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
1
9
番
通
報
で
は
、
緊

急
度
・
重
傷
度
識
別
を
導
入
し
、

傷
病
者
の
状
態
に
応
じ
て
、
出
場

す
る
隊
員
数
を
変
え
る
弾
力
的
運

用
を
行
う
と
と
も
に
、「
救
急
相
談

サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
こ
と
で

救
急
業
務
の
効
果
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
《
横
浜
市
救
急
条

例
》
が
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
福
祉
人
材
の
確
保
と
緊
急
雇
用
対
策
の
一
貫
と
し
て
、資
格
取
得
を
支
援
し
、

福
祉
分
野
へ
の
新
規
就
業
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。介
護
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
受
講
料
の
半
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
介
護
関
連
の
事
業
所
等
に

1
5
5
5
名（
2
0
1
0
年
5
月
現
在
）の
市
民
の
方
が
就
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
横
浜
市
内
の
介
護
関
連
事
業
所
の
求

人
情
報
を
提
供
す
る「
横
浜
市
介
護
人
材
求
人
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
2
0
0
9
年

12 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
創
設

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
創
設

安
心
の
が
ん
対
策
が
前
進

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
継
続
し
て
実
施

脳
卒
中
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
推
進

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
労
を
促
進

　「
親
が
認
知
症
か
も
？
」「
ど
こ
に
受
診
し
た
ら
い
い
の
？
」

な
ど
の
悩
み
を
電
話
で
相
談
で
き
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。介
護
経
験
者
・
認
知
症
介
護
の
専
門

家
が
無
料
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　 

電
　
　
話【
0
4
5
・
6
6
2
・
7
8
3
3
】

　 

受
付
時
間【
火
・
木
・
金
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
祝
日
を
含
む
、年
末
年
始
を
除
く
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公明党横浜市会議員団 〒231-0017横浜市中区港町1-1  TEL 671-3023 FAX 681-2060 http : //www.yhkomei.com/  E-mail :shikai@yhkomei.com

第53号

民衆の
声

ボイ
ス

南区版

公明党横浜市会議員団　南区政務調査事務所長

横浜市会議員

決算特別委員会消防局審査で質疑決算特別委員会消防局審査で質疑

　平成 21年度決算特別委員会が開催され、10月
5日に行われた消防局関係の審査で仁田まさとし
市議が質問しました。

　
仁
田
市
議
は
、
消
防

局
が
行
っ
て
い
る
研
究

開
発
事
業
で
は
有
意
義

な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
な
が

ら
、
効
率
的
・
効
果
的

な
研
究
を
行
う
た
め
、

分
析
機
器
の
充
実
と
庁

内
の
研
究
部
門
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
と

提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
連
携

は
重
要
」
と
し
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
重
点
化

す
る
方
向
を
示
し
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
5
月
31 
日
の
設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
方
式
（
熱
感
知
、

煙
感
知
）や
設
置
場
所（
台
所
、
寝
室
、
階
段
）を
正
確
に

周
知
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
消
防
局
長
か
ら
は
、
適
切
な
場
所
へ
の
設
置
の
広
報

に
取
り
組
む
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
横
浜
市
で
は
発
災
時
の
応
急
活
動
に
役

立
つ
よ
う
、
生
活
資
機
材
リ
ー
ダ
ー
と
救

助
資
機
材
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
防
災
ラ

イ
セ
ン
ス
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
仁
田
市
議
は
、
目
標
の
リ
ー
ダ
ー
数
に

達
し
て
い
な
い
現
状
や
、
防
災
拠
点
に
よ

る
リ
ー
ダ
ー
の
偏
在
な
ど
の
課
題
を
指
摘

し
つ
つ
、
今
後
の
問
題
と
し
て
、
発
災
時

の
地
域
防
災
拠
点
の
円
滑
な
運
営
の
必
要

性
を
訴
え
、
運
営
に
携
わ
る
人
材
の
層
を

厚
く
す
る
取
組
み
（
運
営
リ
ー
ダ
ー
の
設

置
な
ど
）を
求
め
ま
し
た
。

　
消
防
局
長
は
、
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
に
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　
各
地
で
被
害
を
も
た
ら
す
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

関
連
し
て
、
仁
田
市
議
は
気
象
庁
が
未
だ
定
義

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
実
態

と
し
て
発
生
し
て
い
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
対
す
る
体
系
的
な
対
策
の
遅
れ
を
指
摘
し

な
が
ら
、
確
実
な
防
災
情
報
の
提
供
が
重
要
と

主
張
。ま
た
、
有
効
な
手
段
と
し
て
の
防
災
情

報
Ｅ
メ
ー
ル
の
登
録
が
4
万
3
0
0
0
余
人

で
あ
り
、
3
6
8
万
市
民
か
ら
見
て
極
め
て
少

な
い
状
況
を
指
摘
し
ま
し
た
。危
機
管
理
担
当

理
事
か
ら
、
既
登
録
者
に
よ
る
勧
奨
を
促
す
等

に
取
り
組
む
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
最
後
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
す
る
総
合
的
な

取
組
み
を
主
張
し
、
副
市
長
か
ら
関
係
局
と
連

携
し
取
り
組
む
と
の
答
弁
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！「ゲリラ豪雨」の総合的対策を！

　
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
18 
回
五
大
市
（
大
阪
、
京

都
、
名
古
屋
、
神
戸
、
横
浜
）政
策
研
究
会
で
は
、「
う
つ

対
策
」に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
明
党
う
つ
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
浜
田
昌

良
事
務
局
長
（
参
議
院
議
員
）
が
講
演
。公
明
党
が

2
0
0
8
年
7
月
に
政
府
に
求
め
た
総
合
う
つ
対
策

の
中
で
5
項
目
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
事
を
紹
介
し

ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　
ま
た
、
公
明
党
の
強
い
主
張
で
、
有
効
な
う
つ
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
る
認
知
行
動
療
法
が
本
年
4
月
か

＊
認
知
行
動
療
法
と
は
？

　
自
己
に
否
定
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
人

は
、
そ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
が
自
然
に
影
響
し
て
、
自

己
に
否
定
的
な
物
事
の
捉
え
方
や
解
釈
を
し
や
す

く
（
認
知
の
歪
み
）、
そ
の
た
め
に
自
ら
不
快
な
感

情
を
増
大
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
適
応
的
で
な
い
認
知
の
歪
み
に
自
ら

気
づ
か
せ
、
修
正
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
不
快
な

感
情
の
改
善
を
図
る
精
神
療
法
を
「
認
知
行
動
療

法
」と
呼
び
ま
す
。

ら
保
険
適
用
さ
れ
た
反
面
、
多
く
の
患
者
を
抱
え
る
医

師
が
、
一
回
30
分
以
上
の
診
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
診
療

報
酬
が
算
定
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
医
師
に
限
ら
れ
て
い

る
保
険
適
用
を
臨
床
心
理
士
に
も
拡
げ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
を
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
各
市
議
団
か
ら
う
つ
病
対
策
の
現
状
と
課
題
を
報

告
し
た
あ
と
、
横
浜
市
議
団
か
ら
は
、
横
浜
市
民
意
識

調
査（
心
配
事
の
変
化
）、
自
殺
の
現
状
を
述
べ
、
横
浜

市
が
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
啓
発
活
動
や
人
材
（
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
）育
成
の
経
過
を
報
告
。

　
ま
た
、
横
浜
市
に
お
け
る「
う
つ
病
対
策
」の
課
題
と

し
て
、①「
う
つ
病
」
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
相
談
窓

口
の
周
知
が
不
十
分
、②「
う
つ
病
」
に
対
応
可
能
な
医

師
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

提
供
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
誰
も
が
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
や
、

専
門
医
の
育
成
と
、
か
か
り
つ
け
医
の
診
断
技
術
の
向

上
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第18回「五大市政策研究会」が9月6日、横浜市内で行われました

横
浜
市
で「
う
つ
対
策
」を
活
発
に
議
論

「
認
知
行
動
療
法
」が

        

本
年
４
月
か
ら
保
険
適
用

横
浜
市
で「
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つ
対
策
」を
活
発
に
議
論

「
認
知
行
動
療
法
」が

        

本
年
４
月
か
ら
保
険
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用

高
ま
る
「
新
し
い
福
祉
」へ
の
期
待̶
総
合
的
う
つ
対
策

高
ま
る
「
新
し
い
福
祉
」へ
の
期
待̶
総
合
的
う
つ
対
策

「総合うつ対策」に関する提言（平成20年7月に厚生労働大臣に申し入れ）
～すべてのうつ病患者が安心して治療を受け社会復帰ができる体制整備～

うつ病の早期発見、早期治療の推進
 うつ病に対する疾病理解を促進させることで、うつ病を早期に発見し早期の治療を目指す。

うつ病患者の専門医受診率の向上
 うつ病患者の受診率を欧米並みの 5 割以上に引き上げ、さらに受診早期化（6ヶ月以内）を図る

うつ病治療における精神療法の拡充強化
薬物療法と精神療法の併用体制を実現する。

うつ病患者が安心して治療に専念できる社会づくり
寛解（2ヶ月間症状がない状態）までの期間に亘る労災の休業補償等を実現する。

うつ病患者の社会復帰の実現
勤労者、家事労働者の社会復帰プログラムを整備・拡大し、うつ病再発率の低下を目指す。
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横
浜
市
の「
う
つ
病
」対
策

横
浜
市
の「
う
つ
病
」対
策

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
心
の
ケ
ア

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
心
の
ケ
ア

質問1

質問4 質問3

庁
内
の
研
究
部
門
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な

設
置
を
促
進

防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
の
充
実

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

庁
内
の
研
究
部
門
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な

設
置
を
促
進

防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
の
充
実

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策


